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林床植物の刈込みがササラダニ群集におよぽす影響  

一京都御苑における事例－  

●       MowlngImpactonOribatidMiteCommunities  
OftheKyotoGyoenGarden  

原田  洋＊  

HiroshiHARADA＊  

Synopsis   

Changeinoribatidmitecommunitieswasinvestigatedin connectionwithmowlng  

impactattheKyotoGyoenGarden．Thespeciesnumberoforibatidmites decreased  

inproportiontoanincreaseinthemowing effect．By the MGP－analysISⅡ，Oribatid  

COmmunities of a higher mowing areaindicate type P，While those of alower  

mowingareaindicatetypesOandG．Themostdominantspeciesoccupiedmorethan  

50％ofthetotalnumberofindividualsintwoareaswheremowlngtOOkplacefouror  
six times a year．The dominant species consisted mainly of Poronota such as  

P比花Cわr£らαとesp比花C払m，rr£cんogα～比m花α托卿077∠cα，∂よdp£eroあαねぶSp．1and5c／乙eg－  

oribates sp．B．Among the4loribatid species that were found，Punctoribates  

punctum，Eremobelba ohi7WWaandPeloribatesmuscicolawerefoundfor the first  

timeintheareaofWesternJapan，thoughoneofthemhadpreviouslybeenlocatedin  

Okinawa．  

なお，ここでは森林形態を形成するところはなく，い  

ずれの地点も植栽された樹木と草本植物の二層構造か  

らなる公園景観での事例である。   

本研究を行なうにあたり，適切なご助言をいただい  

た横浜国立大学青木淳一教授に謹んで感謝の意を表し  

たい。また，資料の採取について便宜をはかって下さっ  

た財団法人国民公園保存協会京都御苑保存会常務理事  

の星野宏一氏と，現地調査にご協力いただいた名古屋  

植木株式会社の堀田和裕氏に感謝したい。  

はじめに  

自然性の高い森林の林床は，さまざまな植物遺体が  

堆積し，また，腐朽段階の異なる有機物で満たされ，  

土壌動物にとって多様な環境を形成している。林床環  

境の多様化は，土壌動物の生息場所としてのミクロハビ  

タットの多様性を高め，多くの種の共存を可能にする。   

ところが，森林の樹木を単一化したり，下草刈りや  

落葉かきなどの人為的干渉を林床に加えると，土壌環  

境は単純化し，その結果，そこに生息する土壌動物の  

種類構成や構造を著しく単純化させることになる。   

そこで，林床環境におよぼす人為的影響を林床植物  

の刈込みという観点から，草刈りの頻度がササラダニ  

群集におよぼす影響について調査したので報告する。  

調査地および調査方法   

1．調査地   

京都御苑は，京都の御所の周辺に広がる65haの苑  

地である。明治2年の東京遷都のあと，皇族や公家の  

邸宅を取り壊して平坦地とし，植樹し苑地化が進めら  

れた（森，1978）。苑地の中央部は年に何回か人手が  

加えられるマツの樹林が広がっている。マツの樹林下  

は御苑としての景観保持のため5月から10月の間に   
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0～6回の刈込みが行なわれている。苑地内の6ケ所  

を選定し，土壌資料を採取した。調査地は以下のとお  

りである。   

調査地1：樹高14mのクロマツ植栽地。年に6回の  

刈込み。   

調査地2：樹高15mのクロマツ植栽地。林床は明か  

るく，スズメノカタビラ，ミミナグサ，オオバコ，  

蘇苔類が生育。年4回の刈込み。   

調査地3：樹高7mのアカマツ植栽地。林床にはス  

ズメノヤリと蘇苔類が生育。年3回の刈込み。   

調査地4：樹高12mのクロマツ植栽地。イヌムギや  

ヤエムダラなどの雑草が多い。年1回の刈込み。   

調査地5：樹高13mのコジイ樹下。林床にはジャノ  

ヒゲが散生。年1回の刈込み。   

調査地6：樹高10mのアラカシ樹下。地表は暗く，  

アラカシの落葉が堆積するだけで草本植物は欠如。   

2．調査方法  

10×10cⅡぞ，深さ5cmのステンレス製採土缶をもちい  

て，地表から地下5cmまでの土壌資料（100c坑500cc）  

を各調査地で5個づっ採取した。6地点から合計30個  

の資料を得た。資料採取日は1991年3月20日と21日で  

ある。採取した資料は宅配便にて送付し，3月22日に  

ツルグレン装置（Oribatec3010型，径30cm，ステンレ  

ス製）に投入し，40W電球にて3日間照射し，ササラ  

ダニ類を分離抽出した。   

各調査地の土壌の硬度を山中式土壌硬度計（Aタイ  

プ，YH－62）により地表面から測定した。各調査地  

の環境状況を表1に示した。  

表1京都御苑におけるササラダニ調査地の環境  

できるし，また，100cⅡfあたりの平均種数においても  

12種以上となり，4回以上刈込みをするところとは  

明らかに異なっている（図1）。刈込み頻度の多少は  

ササラダニ群集の種数に大きな影響を与えている。  
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図1 ササラダニ種数  

HARADA＆AoKI（1979）やITO（1980）によれば，  

踏圧の影響は土壌硬度を増加させ，ササラダニ種数を  

減少させることが報告されているが，刈込み回数と土  

壌硬度との間には明瞭な関係は見い出せなかった。   

ササラダニの生息密度と自然性の高さや植生の発達  

ステージとの間には相関が認められないことが知られ  

ている（原田はか，1977；青木・原田，1986）が，下  

草の刈取り頻度との間にも有意な差は見られなかった  

（図2）。調査地2は種数も生息密度も著しく低く，  

他の地点と大きく異なっているが，これは刈込み以外  

の要因がっよく影響しているためであろう。   

2．優占種   

優占種は調査地によって異なるが，各調査地におけ  

る第1位から第3位までの優占種の占める個体数割合  

を比較してみると図3のようになる。刈込み回数の多  

いところほど第1優占種の占める個体数割合は高く，  

特に刈込みが年4回以上行なわれるところでは50％  

以上を占有している。このように第1優占種が圧倒的  

に優勢になるような環境は，ある要因が極端に強くは  

たらいているところで，森林のような安定した環境に   

調査地 優占樹木 樹高（m）刈込回数／年 土壌硬度（mm）  

1  クロマツ  

2  クロマツ  

3   アカマツ  

4  クロマツ  

5   コ ジ イ  

6  アラカシ  
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20．9±1．9  

17．9±2．5  

18．4±1．3  

13．3±2．9  

17．3±2．5  

11．0±2．6  

結果および考察   

1．種数と生息密度   

刈込み回数の少ないところほど林床環境は安定性を  

保持することになるので，多くのササラダニ種が生息  

していることが予想される。実際，刈込み回数が3回  

以下の地点では合計種数も20種以上を数えることが  
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国 策1優占種  巨三ヨ 第2優占種  

E∃ 第3優占種 ［二］その他  

園100c㌔あたりの平均個体数と標準偏差  

0  20  40  60  80   ％  

図3 優占種の占める個体数割合  

1  2  3   4   5   6  

調  査  地  

図2 ササラダニ類の生息密度  

M G P  
4  

M G P  
5  

M G P  
6  は存在しない。都市の街路樹下や植込みなどでサカモ  

リコイタダニOrよあα己㍑gαSαゐαmOr£よが，きわめて  

高い優占度を示すのはその例である（原田，1989）。   

また，第3位までの優占種の合計個体数の占める割  

合を見ると，刈込み頻度の高いところでは80％以上  

となるが，刈込み回数が1回以下のところでは50％  

前後と低下している。   

3．MGP分析   

ササラダニ類は系統分類学的に接門類（M群），無  

翼類（G群），有翼類（P群）の3群に区分されてい  

るが，これら3群に含まれる種の合計個体数の割合に  

着目したのがMGP分析Ⅱ（青木，1983）である。調  

査地ごとに比較すると図4のようになる。刈込み頻度  

の高いところはど有翼類（P群）の占める割合が高く  

なり，刈込み回数が少なくなるにしたがいP群の合計  

個体数の割合が減少している。   

また，クロマツやアカマツなどのマツ植栽地では，  

P群の占める個体数割合が50％を超えるP型に類型化  

図4 MGP分析Ⅱによる比較  

される。一方，刈込み回数の少ないコジイやアラカシ  

などの照葉樹下では，P群の割合は30％以下にすぎな  

い。コジイのところでは，M，G，Pのいずれの群の  

合計個体数も20％以上 50％未満となり0型タイプを  

示す。アラカシのところでは無翼類（G群）の割合が  

50％を越えるG型に類型化される。刈込み頻度が減少  

するとMGP分析Ⅱによる輯型はP型→0型→G型と  

変化することになる。   

MGP分析Ⅱを利用した事例報告に青木（1983）が  

あるが，これによるとコナラ林やアカマツ林などの森  

林ではG型，雑草群落ではP型を示すというので，P  

型からG型への変化は，草地から森林環境への移行を  

示しているといえる。   
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表2 京都御苑のササラダニ群集 表中の数字は100cⅡ苧あたりの個体数  

調査地   2  3  

ササラダニ類  資料記号  A B C D E 計   A B C D E 計   A B C D E  計   

1．P昆花C£or占わαねSpα花C亡弘m   60132 50 56 60  358  ロ   ロ  41 70 57 31 62  261   

2．rrわんogαJ㍑mれα花如0托わα  4  5 5    102  5 1  14   

3．qpp～e′Jα花OUα   1 26 2  7  38   

4．recとOC甲んe乙↓SSpp．   32  85813   

1 12 3  5．βc九eわrよわα亡essp．B  

6．且0わpoc如ん071Z比ざCrαSSよse亡ぽer   1 2  ロ   

7．Sc九egorよわαとesgαeUなαと昆S   1  4  26   

8．Ⅳ0亡んr乙↓Spαg弘ぶ亡「よs   ロ  5   

9．月んッsoと戸よとよααr血α   31  1 4  14  

10．PeJ官αg比m花αmαg7祝pOrαC叩よggαrよs  

11．Peわrよわαとesあαrむα£昆S  

12．gッJoむαとesspp．   ロ  ロ   2  

13．β～dp亡eroあαとessp．1  9247  

14．占わZgoんmα花花iαOUα古α  ロ   

15．月osとrozeとeso乙ノ昆g弘m  2   

16．且乙岬eJqpssp．  ロ  ロ   2 3 2 i 7 

17．PegorよわαとesαC乙↓亡比S  2  3 19  62   

18．月rαCんわpp∠αSp．2 1 3 1  26   

19．エわc加ん071Z比ざSpp．  

20．S比Cと0わe～わe′′αSpp．  1 5  80   

21．〟αCんαeg′αUe花とr∠sefosα  3   

22．〟わrozeとesα比エiJZαrよs  ．2   

23．Q比αdroppよαq比αdrわαrよ几αとα  ロ   

24．Fよssicepんe弘SC′αUαと昆S  ロ   

25．Ⅳ0とん「乙↓ざわZcよgよα亡比S  3  3  

26．ガッpodαmαe乙↓SSp．  頑   

27．アecとOdαmαeαSSと「よα亡比S  

28．βre7乃0わe路α0ゐわα∽α  

29．月rαCんZo旦P乙αSp．1  

30．∂ogZcんereJ乃αe乙↓SegO′1gαと㍑S  

31．rJ勃）pOC如ん07血sノαpOJlわ昆S  

32．且re7乃0と・e路αねpoJlわα  

33．Pe′orよわα亡esm比白cicogα  

34．recとOdαmαe乙↓S 

35．CerαとOZe亡esノ叩0花加ざ  

36．rr乙↓花CqpeSmOderα亡比S  

37．エα比rqppgα花eergα花dわα  

38．C弘g亡rorZわ弘gαJα£α  

39．ガッpoc加んoJIZ比Sr乙めg昆S  

40・アr∠叩αぬco花0亡九r“ぶ 

41．C）′Cわpp乙αreSとαとα  

種  数／100cⅡf＊   5  8  8 10■ 9  5  5 1 1 6  6 1112 19 12  

平 均 種 数／100cⅡf・＊   8．0±1．9  3．6±2．4  12．0±4．6  

種 数 合 計／500c］f＊   13  8  23  

個  体  数／100cポ   70 191 69 177 95 26 30  7  6 14  60176116 300147  

平均個体数／100qポ   120．4±59．2  16．6±10．9  159．8±89．4  

個体数合計／500cⅢf   602  83  799  

＊複数種は区分可能な範囲で種数を加算してある   
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4  5  6  

ササラダニ類和名  A B  C D E 計   A B C D E 計   A B C D E 計   

マツバヤシダニ  

27 46 16 10 45  144   

2 46  3   51  2  7 15  

ロ    ロ  11 97 10    クワガタダニ属複数種   
1 3  4 1112  35 28 40    オトヒメダニ属の一種   
44  14342  1 2 フトゲナガヒワダニ   

1228181027  ハバビロオトヒメダニ  

97  3  ヨコヅナオニダニ  

1240291826  ヒメへソイレコダニ  

ムチフリソデダニ  

ロ  ケバマルコソデダニ  

103  1 2  シダレコソデダニ属の一種  

2065172053  ハシゴコバネダニ属の一種   

オオハラミゾダニ   

21 26  222  
ツノコソデダニ  

エンマダニ属の一種  

9516169  11 2  マルコソデダニ  

●   5 13  2  ケナガツブダニ属の一種  

ロ  ナミダルマヒワダニ属複数種   

1432838  

424  

ヤッコダニ  

2  
11  ヨスジップダニ  

241 1  15 13 12    コンボウイカダニ  
ハナビラオニダニ  

5  4 15  4 14    20 26  4    3  ヒメツノジュズダニ属の一種                        2  

1 4 1 2    1095  

15  7  ミナミクモスケダニ   

5  
ケナガツブダニ属の一種   

2  8  8  ヒョウタンイカダニ   

2  2  4  53615  

12 3  2 16 14    ヤマトクモスケダニ  
1 3  ロ  ペルーマルコソデダニ  

1  1    ヨロイジュズダニ  
7    46  ヤマトコバネダニ  

ミナミホオカムリダニ  

ヨーロッパツブダニ  

2  2  マルタマゴダニ  

1  3    ヒワダニ  
コナダニモドキ属の一種  

ロ  ロ  ヒロズツブダニ   

12 16 13 13 13  14 17 13 14 19  18 19 20 16 16  Speciesnumber／100cTf   

13．4±1．5  15．4±2．5  17．8±1．8  Average 伝±s）   

22  26  29  Totalnumberofspecies   

78 36311198 167  160 244 90 91314  115 316142 79 72  Density／100c正   

163．4±116．4  179．8±98．1  144．8±99．8  Average Ci±s）   

817  899  724  Total number of individuals 
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4．優勢な有翼類   

高等ササラダニ類に属する有翼類の種は，体表が堅  

く，乾燥に対する抵抗性が高いものが多い。そのため  

に草地土壌では有翼類の種数が豊富であったり，個体  

数が優勢となることが知られている（青木，1983；原  

田，1989）。   

草刈り頻度の増大は，地表を被覆する草本植物や堆  

積物量を減少させ，土壌表層の乾燥化を促進する。そ  

の結果，刈込み回数の多いところは有翼類に属する種  

の種数や個体数が多いことが予想される。個体数につ  

いてはMGP分析のところで検討しているので，ここ  

では種数や優占種について述べる。   

種数合計に対する有翼類の種が占めている割合をみ  

ると，年に4回以上刈込みを行なうところではその割  

合は50％以上（53．8％，62．5％）を占めるのに対し，  

3回のところでは34．8％となる。さらに，刈込み回数  

が1回以下のところになると，26．9～27．6％とずっと  

減少している。   

また，有翼類の種は多くの場所で優占種となってい  

る。例えば，マツバヤシダニP昆花CとOr∠わα£e叩比花Cわ〃乃  

とハシゴコバネダニ属の一種刀よ叩£eroゐα如Sp，1  

は，それぞれ各2ケ所で第1優占種に，チビゲフリソ  

デダニrr∠c／10gαg㍑m花α花加071∠cαは2ケ所で第2  

優占種となっている。また，オトヒメダニ属の一種で  

ある5c／ほわr∠わα乙essp．Bは第1と第2優占種，ハ  

パピロオトヒメダニ5cんeわrZわα£esgαeUなα払Sは第  

2優占種となる（表2）。有翼類以外では無翼類のク  

ワガタダニ属複数種recゎc呼んe比SSpp．が2ケ所で  

第2優占種（複数種），接門類のフトゲナガヒワダニ  

且0んγpOCん£ん0花王比SCrαSSZseわgerが1ケ所で第1優  

占種になっているだけである。このようにはとんどの  

ところで有翼類の種が優占種となっているのが本調査  

地の一つの特徴である。   

5．採集記録の少ない種  

（1）P比花Cねr∠あα己e叩比几Cと㍑m（C．L．KocH，1839）  

マツバヤシダニ   

我が国で本種の生息が確認されている地域は，関東  

地方だけで，いずれも平野部や丘陵地などの低海抜地  

に限られている。従来の産地およびその環境は以下の  

とおりである。  

1）茨城県岩井市菅生沼周辺．標高約50m．ヨシ  

原，ススキ草原，コナラ林（茅根・大村，1981）   

2）茨城県下妻市横根．標高約50m．ハンノキ・  

クヌギ林（茅根・大村，1981）   

3）東京都国立市国立駅周辺．標高80～90m．ク  

ヌギ林およびアカマツ林（青木，1961）   

4）東京都国立市西二丁目．標高85m．クヌギ・  

コナラ林（鈴木，1979）   

5）神奈川県秦野市震生湖周辺．標高180m．ヨモ  

ギ群落（原田・青木；1984）   

中部地方以西の地域からの報告ははじめてとなる。  

調査地1（クロマツ）と2（アカマツ）のマツ植栽地  

では，本種の個体数割合はそれぞれ59．5％，32．7％を  

占め，共に第1優占種となっている。マツバヤシダニ  

という和名にもみられるようにマツ林で特に優勢とな  

ることがある。  

（2）且re〃10と）egわα0たZ花α∽αAoKI，1987 ミナミク  

モスケダニ   

本種は沖縄久米島のアダン低木林の土壌から得られ  

た資料に基づき記載された種（AoKI，1987）で，現在  

までのところ沖縄県と千葉県から記録されているにす  

ぎない。報告例は以下のとおりである。   

1）沖縄県久米島仲里村．標高1m．アダン低木林  

（AoKI，1987）   

2）千葉県長南町笠森寺．標高50～100m．スダジ  

イ林（青木，1991）   

3）千葉県市原市高滝カントリークラブ建設地．標  

高60～150m．スダジイ林およびクヌギ・コナ  

ラ林とその林縁部（青木，1991；1992）   

4）千葉県市川市市川ゴルフクラブ．標高？m  

芝地（青木，1992）   

5）千葉県四街道市御成台研究学園都市開発地域．  

標高20～30m．スギ人工林（青木，1993）   

今回，調査地4のクロマツ植栽地から22頑が採集  

された。暖温帯域にはひろく生息しているものと思わ  

れる。  

（3）Peloribatesmuscicola HAMMER，1961  

ペルーマルコソデダニ   

北海道南部と福島県で各1ケ所ずっ報告されている  

にすぎない。産地とその環境は次のとおりである。  

1）北海道桧山支庁北桧山．標高？m．ヒノキア  

スナロ林（FuJIKAWA，1972）   

2）福島県福島市土湯温泉付近．標高708m．ハリ  

ギリーチシマザサ群落（青木・栗城，1978）   

関東地方以西でははじめての記録となる。なお，本  

種に類似するが，体表面に凹穴構造のないチビマルコ  

ソデダニPegorZわα乙es go71gよse£os㍑Sは，新潟県や  

茨城県以西から沖縄県までの各地からの報告がある  

（藤川ほか，1993）。   
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J花SeC乙α〟αとS㍑m比rα花α，35（3）：127－183．  
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ダニ類目録．日本ダニ学会誌，2（Suppl．1）：1－  

121．  
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環境研紀要，18：119－135．  
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Sity and oribatid mite communitiesin a   
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月五〃．yoゐ0んαmαPんッ£osoc．Soc．Jαpα花，16：   

423－430．  

原田 洋・青木淳一，1984．神奈川県産ササラダニ類   

目録．横浜国大環境研紀要，11：119－132．  

原田 洋・押尾伊麻子・青木淳一，1977．横浜国立大   

学構内のさまざまな植生下にみられるササラダニ群   

集．横浜国大環境研紀要，3：135－145．  

Ito，M，1980．TramplinglmPaCt On SOilfauna   

atthe summit of Mt．Jimba．EdaphologLa，  

（21）：5－15．  

森忠文，1978．明治初期における京都御苑の造成につ   

いて．造園雑誌，41（3）：14－23．  

鈴木恵一，1979．自然農法ブドウ園と雑木林のササラ   

ダニ相．日本私学教育研究所資料，（64）：125－138．   

おわりに  

本調査は林床植物の刈込みがササラダニ群集におよ  

ぼす影響についての事例報告である。マツ植栽地とそ  

の周辺に分布する照葉樹下を調査対象地としているた  

め，刈込み頻度の寡多のはか／針葉樹と広葉樹という  

樹種の違いによる影響も作用していることが予想され  

る。しかし，年3回以下の刈込み地である2ケ所ずつ  

のマツ林と照葉樹のササラダニ類を比較すると，種数  

や合計個体数には大きな相違は認められない。このこ  

とば，樹種の相違よりも林床に加えられる刈込み頻度  

の寡多の方がササラダニ群集におよぼす影響が大きい  

ことを示していることになる。   

苑地の中心部は景観保持の上からも年に何回かの刈  

込みほ必要であろう。と同時に，植物遺体の粉砕を促  

進する多様なササラダニ類の生息を可能にする自然性  

の高い樹林域も都市空間の中に形成されることを望み  

たい。  
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